
(57)【要約】

【課題】高輝度時の輝度ばらつきを防止でき、かつ、低

輝度時の信号書き込み応答性を損わない表示装置を提供

する。

【解決手段】アクティブマトリクス型有機ＥＬディスプ

レイ１００Ｆは、第１のドライバとしてのデータドライ

バ１０３に配置したセレクタスイッチにより信号線に直

接書き込むのではなく、ラッチタイプのラインメモリ（

第１ラッチ）に、時分割のデータを書き込み、次に次段

のラインメモリ（第２ラッチ）に書き込み、そのデータ

を線順次形式の出力を行う。

【選択図】図２９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 複 数 配 列 さ れ た 画 素 回 路 と 、
　 上 記 画 素 回 路 の マ ト リ ク ス 配 列 に 対 し て 列 毎 に 配 線 さ れ 、 輝 度 情 報 に 応 じ た 電 圧 信 号 が
供 給 さ れ る 信 号 線 と 、
　 上 記 画 素 回 路 の マ ト リ ク ス 配 列 に 対 し て 行 毎 に 配 線 さ れ た 少 な く と も 第 １ の 制 御 線 と 、
　 上 記 信 号 線 に 所 望 の 上 記 電 圧 信 号 を 伝 搬 さ せ る 第 １ の ド ラ イ バ と 、
　 上 記 第 １ の 制 御 線 に 所 定 の タ イ ミ ン グ で ス イ ッ チ を オ ン 、 オ フ す る た め の 信 号 を 印 加 す
る 第 ２ の ド ラ イ バ と 、
　 第 １ の 基 準 電 位 お よ び 第 ２ の 基 準 電 位 と 、 を 有 し 、
　 上 記 各 画 素 回 路 は 、
　 　 流 れ る 電 流 に よ っ て 輝 度 が 変 化 す る 電 気 光 学 素 子 と 、
　 　 ノ ー ド と 、
　 　 上 記 第 １ の 基 準 電 位 と 上 記 第 ２ の 基 準 電 位 間 に 、 上 記 電 気 光 学 素 子 と 直 列 に 接 続 さ れ
、 上 記 ノ ー ド の 電 位 に 応 じ て オ ン 、 オ フ す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
　 　 上 記 信 号 線 と ノ ー ド と の 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 １ の 制 御 線 に よ っ て オ ン 、 オ フ さ れ る
第 ２ の ス イ ッ チ と 、
　 　 上 記 ノ ー ド と 所 定 電 位 と の 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ を 通 し て 入 力 し た 電 圧
信 号 を 保 持 す る キ ャ パ シ タ と 、 を 含 み 、
　 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の ド ラ イ バ は 、
　 　 各 フ ィ ー ル ド が Ｎ 個 （ た だ し Ｎ は 正 の 整 数 ） の サ ブ フ ィ ー ル ド に 分 割 さ れ て Ｎ 個 の 異
な る 区 分 が 設 定 さ れ 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド ご と に 上 記 画 素 回 路 の 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ が オ ン
、 オ フ 制 御 さ れ て 電 圧 信 号 を 入 力 し 、 入 力 信 号 に 応 じ て 上 記 第 １ の ス イ ッ チ を オ ン 、 オ フ
さ せ て 、 Ｎ ビ ッ ト 階 調 表 示 を 行 う よ う に 上 記 第 １ の 制 御 線 お よ び 信 号 線 を 駆 動 し 、
　 上 記 第 １ の ド ラ イ バ は 、
　 　 上 記 信 号 線 を 駆 動 す る た め の 信 号 を 、 上 記 画 素 回 路 の 複 数 回 表 示 に お い て 分 割 さ れ た
フ ィ ー ル ド の 中 で ２ 回 以 上 の 複 数 回 選 択 し て 出 力 す る セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 と 、
　 　 上 記 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 の 選 択 信 号 を 蓄 積 す る ラ イ ン メ モ リ と 、 を 含 む
　 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ラ イ ン メ モ リ は 、 上 記 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 か ら 出 力 さ れ た 信 号 を ラ ッ チ す る 第 １ ラ
ッ チ と 、
　 上 記 第 １ ラ ッ チ の 出 力 信 号 を ラ ッ チ し て 出 力 す る 第 ２ ラ ッ チ と 、 を 含 む
　 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 第 １ の ド ラ イ バ は 、 上 記 第 ２ ラ ッ チ の 出 力 信 号 波 形 を 整 形 可 能 な バ ッ フ ァ を さ ら に
有 す る
　 請 求 項 ２ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の 先 頭 の １ 水 平 走 査 期 間 が Ｎ 等 分 さ れ て Ｎ 個 の 区 分 が 設 定 さ れ 、 各 サ
ブ フ ィ ー ル ド ご と に 異 な る 区 分 に ア ド レ ス 期 間 が 設 定 さ れ た 区 分 後 の 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ
の オ ン 、 オ フ 周 期 を １ 水 平 走 査 期 間 の 長 さ の １ ／ Ｎ 倍 ま た は Ｋ ／ Ｎ 倍 （ た だ し 、 Ｋ は ２ 以
上 の 整 数 ） と し て 、 Ｎ ビ ッ ト の 階 調 表 示 を 行 う よ う に 制 御 さ れ る
　 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 各 画 素 回 路 の 階 調 を 表 現 す る サ ブ フ ィ ー ル ド の 配 置 順 に つ い て 、 １ 水 平 走 査 期 間 に
お け る サ ブ フ ィ ー ル ド の 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ の オ ン 、 オ フ の タ イ ミ ン グ が 、 す べ て の ラ イ
ン に お い て 異 な り 、 か つ 、 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 横 軸 に 時 間 、 縦 軸 に ラ イ ン 番 号 と し た 場
合 、 上 記 オ ン 、 オ フ の タ イ ミ ン グ が 最 も 疎 と な る よ う に サ ブ フ ィ ー ル ド を 配 置 し た 駆 動 タ
イ ミ ン グ を と る
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　 請 求 項 ４ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 画 素 回 路 の 階 調 表 示 を 行 う 信 号 デ ー タ を 蓄 積 す る た め の ラ イ ン メ モ リ を 有 す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に お い て 、 上 記 画 素 回 路 の 階 調 表 示 を 行 う 信 号 デ ー タ を 蓄 積 す る た め
の ラ イ ン メ モ リ と 、
　 上 記 画 素 回 路 の 階 調 表 示 を 行 う た め の １ フ ィ ー ル ド 期 間 内 に 表 示 デ ー タ の 入 れ 替 え を 行
う 、 フ ィ ー ル ド メ モ リ と 、 を 有 す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 画 素 回 路 は 、 上 記 サ ブ フ ィ ー ル ド ご と に 電 圧 信 号 を 入 力 し た 後 に 、 上 記 ノ ー ド の 電
位 を 所 定 電 位 と し て イ レ ー ズ す る イ レ ー ズ 部 を 含 む
　 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 第 １ の ス イ ッ チ を 通 し て 上 記 電 気 光 学 素 子 に 定 電 流 を 供 給 可 能 な 電 流 供 給 回 路 を 有
す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 電 流 供 給 回 路 は 、 所 定 の 電 流 値 を 複 製 可 能 で 、 複 製 し た 電 流 を 供 給 す る
　 請 求 項 ９ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ （ Electroluminescence ） 表 示 装 置 お よ び Ｌ Ｃ Ｄ （ 液 晶 表 示 装 置 ）
な ど の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 表 示 装 置 を 含 む 信 号 線 に よ っ て 輝 度 が 制 御 さ れ る 電 気 光 学 素
子 を 有 す る 画 素 回 路 を 備 え た 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 に お い て 、 画 素 の 表 示 素 子 と し て 、 液 晶 セ ル や 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 等 の 電 気 光 学 素 子 が 用 い ら れ る 。
　 そ の う ち 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 有 機 材 料 か ら な る 層 、 す な わ ち 有 機 層 を 電 極 で 挟 み 込 ん だ 構
造 を 有 し て い る 。
　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 当 該 素 子 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 陰 極 か ら 電 子 が 、 陽 極
か ら 正 孔 が 有 機 層 に 注 入 さ れ 、 そ の 結 果 電 子 ・ 正 孔 が 再 結 合 し 、 発 光 が 生 じ る 。 こ の 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 は 以 下 の よ う な 特 長 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ １ ） １ ０ Ｖ 以 下 の 低 電 圧 駆 動 で 、 数 百 ～ 数 万 ｃ ｄ ／ ｍ 2  の 輝 度 が 得 ら れ る こ と か ら 低 消
費 電 力 化 が 可 能 で あ る 。
（ ２ ） 自 発 光 素 子 で あ る こ と か ら 画 像 の コ ン ト ラ ス ト が 高 く 、 応 答 速 度 も 速 い こ と か ら 視
認 性 が 良 く 、 動 画 表 示 に も 適 し て い る 。
（ ３ ） シ ン プ ル な 構 造 を 持 つ 全 固 体 型 素 子 で あ り 、 素 子 の 高 信 頼 性 化 、 薄 型 化 が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 特 長 を 持 つ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 画 素 の 表 示 素 子 と し て 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 （ 以
下 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ と 記 す ） は 、 次 世 代 の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ と し て 有 望
視 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 方 式 と し て 、 単 純 マ ト リ ク ス 方 式 と ア ク テ ィ ブ
マ ト リ ク ス 方 式 と が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 方 式 の う ち 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 方 式 に は 、
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以 下 の よ う な 特 長 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ １ ） 各 画 素 に お け る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 を １ フ レ ー ム 期 間 に 亘 っ て 保 持 で き る ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 方 式 は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 高 精 細 化 ・ 高 輝 度 化 に 適 し て い る 。
（ ２ ） 基 板 （ パ ネ ル ） 上 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 用 い た 周 辺 回 路 を 作 製 す る こ と が 可 能 で
あ る た め 、 パ ネ ル 外 部 と の イ ン タ ー フ ェ イ ス の 簡 素 化 、 パ ネ ル の 高 機 能 化 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ で は 、 ア ク テ ィ ブ 素 子 で あ る ト ラ ン
ジ ス タ に は 、 ポ リ シ リ コ ン を 活 性 層 と し た ポ リ シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (Thin Film Tra
nsistor ； Ｔ Ｆ Ｔ ) を 用 い る の が 一 般 的 で あ る 。
　 そ の 理 由 は 、 ポ リ シ リ コ ン Ｔ Ｆ Ｔ は 駆 動 能 力 が 高 く 、 画 素 サ イ ズ を 小 さ く 設 計 で き る こ
と に よ っ て 高 精 細 化 に 有 利 だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 ポ リ シ リ コ ン Ｔ Ｆ Ｔ は 上 述 し た よ う な 特 長 を 持 つ 反 面 、 特 性 の ば ら つ き が 大
き い こ と も 広 く 知 ら れ て い る 。
　 し た が っ て 、 ポ リ シ リ コ ン Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い る 場 合 、 そ の 特 性 ば ら つ き を 抑 え る こ と 、 ま た
回 路 的 に Ｔ Ｆ Ｔ の 特 性 ば ら つ き を 補 償 す る こ と は 、 ポ リ シ リ コ ン Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い た ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お け る 大 き な 課 題 で あ る 。 こ れ は 、 次 の よ う な 理
由 に よ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 画 素 の 表 示 素 子 と し て 液 晶 セ ル を 用 い た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で は 、 各 画 素 の 輝
度 デ ー タ を 電 圧 値 に よ っ て 制 御 す る 構 成 が 採 ら れ る の に 対 し て 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ で
は 、 各 画 素 の 輝 度 デ ー タ を 電 流 値 に よ っ て 制 御 す る 構 成 が 採 ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 画 素 回 路 の 構 成 例 を 示 す 回 路
図 で あ る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ る 画 素 回 路 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ｐ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ １
、 ｎ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ 、 お よ び キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ 、 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か
ら な る 発 光 素 子 １ ３ を 有 す る 。
　 各 画 素 回 路 １ ０ の Ｔ Ｆ Ｔ １ １ は 、 ソ ー ス が 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ に 、 ゲ ー ト が Ｔ Ｆ Ｔ １ ２
の ド レ イ ン に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ ３ は 、 ア ノ ー ド が Ｔ Ｆ Ｔ １ １
の ド レ イ ン に 、 カ ソ ー ド が 基 準 電 位 （ た と え ば 、 グ ラ ン ド 電 位 ） Ｇ Ｎ Ｄ に そ れ ぞ れ 接 続 さ
れ て い る 。
　 各 画 素 回 路 １ ０ の Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ は 、 ソ ー ス が 対 応 す る 列 の 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ に 、 ゲ ー ト が 対 応
す る 行 の 走 査 線 Ｓ Ｃ Ｎ Ｌ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
　 キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ は 、 一 端 が 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ に 、 他 端 が Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ の ド レ イ ン に そ
れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 多 く の 場 合 整 流 性 が あ る た め 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ (Organic Light Emittin
g Diode)と 呼 ば れ る こ と が あ り 、 図 １ そ の 他 で は 発 光 素 子 と し て ダ イ オ ー ド の 記 号 を 用 い
て い る が 、 以 下 の 説 明 に お い て は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 必 ず し も 整 流 性 を 要 求 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 画 素 回 路 １ ０ に お い て 、 輝 度 デ ー タ の 書 き 込 み を 行 う 画 素 で は
、 図 示 し な い ス キ ャ ン ド ラ イ バ に よ っ て 走 査 線 を 介 し て 選 択 さ れ る こ と で 、 画 素 回 路 １ ０
の Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ が オ ン す る 。
　 こ の と き 、 輝 度 デ ー タ は デ ー タ ド ラ イ バ か ら 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ を 介 し て 電 圧 で 供 給 さ れ 、 Ｔ
Ｆ Ｔ １ ２ を 通 し て デ ー タ 電 圧 を 保 持 す る キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ に 書 き 込 ま れ る 。
　 キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ に 書 き 込 ま れ た 輝 度 デ ー タ は 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に 亘 っ て 保 持 さ れ る
。 こ の 保 持 さ れ た デ ー タ 電 圧 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-333913 A 2007.12.27



　 こ れ に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ は 、 保 持 デ ー タ に 従 っ て 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ ３ を 電 流 で 駆 動 す
る 。 こ の と き 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ ３ の 階 調 表 現 は 、 キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ に よ っ て 保 持 さ れ
る Ｔ Ｆ Ｔ １ １ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電 圧 Ｖ ｄ ａ ｔ ａ （ ＜ ０ ） を 変 調 す る こ と に よ っ て 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 般 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 輝 度 Ｌ ｏ ｌ ｅ ｄ は 、 当 該 素 子 に 流 れ る 電 流 Ｉ ｏ ｌ ｅ ｄ に 比 例 す
る 。 し た が っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ ３ の 輝 度 Ｌ ｏ ｌ ｅ ｄ と 電 流 Ｉ ｏ ｌ ｅ ｄ と の 間 に は 次
式 （ １ ） が 成 り 立 つ 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 数 １ ）
　 　 　 　 Ｌ oled∝ Ｉ oled＝ ｋ （ Ｖ data－ Ｖ ｔ ｈ ） 2  　 　 　 　 　 　 　 　 　 … （ １ ）
【 ０ ０ １ ６ 】
　 式 （ １ ） に お い て 、 ｋ ＝ １ ／ ２ ・ μ ・ Ｃ ｏ ｘ ・ Ｗ ／ Ｌ で あ る 。 こ こ で 、 μ は Ｔ Ｆ Ｔ １ １
の キ ャ リ ア の 移 動 度 、 Ｃ ｏ ｘ は Ｔ Ｆ Ｔ １ １ の 単 位 面 積 当 た り の ゲ ー ト 容 量 、 Ｗ は Ｔ Ｆ Ｔ １
１ の ゲ ー ト 幅 、 Ｌ は Ｔ Ｆ Ｔ １ １ の ゲ ー ト 長 で あ る 。
　 し た が っ て 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ の 移 動 度 μ 、 し き い 値 電 圧 Ｖ ｔ ｈ （ ＜ ０ ） の ば ら つ き が 、 直 接
的 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ ３ の 輝 度 ば ら つ き に 影 響 を 与 え る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 場 合 、 た と え ば 異 な る 画 素 に 対 し て 同 じ 電 位 Ｖ dataを 書 き 込 ん で も 、 画 素 に よ っ て
Ｔ Ｆ Ｔ １ １ の し き い 値 Ｖ ｔ ｈ が ば ら つ く 結 果 、 発 光 素 子 （ OLED） １ ３ に 流 れ る 電 流 Ｉ ｏ ｌ
ｅ ｄ は 画 素 毎 に 大 き く ば ら つ い て 全 く 所 望 の 値 か ら は ず れ る 結 果 と な り 、 デ ィ ス プ レ イ と
し て 高 い 画 質 を 期 待 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 問 題 を 改 善 す る た め 多 数 の 画 素 回 路 が 提 案 さ れ て い る が 、 代 表 例 を 図 ２ に 示 す （ た
と え ば 特 許 文 献 ３ 、 ま た は 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ の 画 素 回 路 ２ ０ は 、 ｐ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ 、 ｎ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ ２ ２ ～ ２ ４ 、 キ ャ パ
シ タ Ｃ ２ １ ， Ｃ ２ ２ 、 発 光 素 子 で あ る 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 ２ ５ を 有 す る 。 ま た 、 図 ２ に お い
て 、 Ｓ Ｇ Ｌ は 信 号 線 を 、 Ｓ Ｃ Ｎ Ｌ は 走 査 線 を 、 Ａ Ｚ Ｌ は オ ー ト ゼ ロ 線 を 、 Ｄ Ｒ Ｖ Ｌ は 駆 動
線 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
　 こ の 画 素 回 路 ２ ０ の 動 作 に つ い て 、 図 ３ に 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 参 照 し な が ら 以 下
に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 駆 動 線 Ｄ Ｒ Ｖ Ｌ 、 オ ー ト ゼ ロ 線 Ａ Ｚ Ｌ を ハ イ レ ベ ル
と し 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ２ お よ び Ｔ Ｆ Ｔ ２ ３ を 導 通 状 態 と す る 。 こ の と き Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ は ダ イ オ ー ド
接 続 さ れ た 状 態 で 発 光 素 子 （ OLED） ２ ５ と 接 続 さ れ る た め 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ に 電 流 が 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 駆 動 線 Ｄ Ｒ Ｖ Ｌ を ロ ー レ ベ ル と し 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ２ を 非 導
通 と す る 。 こ の と き 走 査 線 Ｓ Ｃ Ｎ Ｌ は 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 ハ イ レ ベ ル で Ｔ Ｆ Ｔ ２
４ が 導 通 状 態 と さ れ 、 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ に は 、 図 ３ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 基 準 電 位 Ｖ ref が 与
え ら れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ に 流 れ る 電 流 が 遮 断 さ れ る た め 、 図 ３ （ Ｅ ） に 示 す よ う に Ｔ Ｆ Ｔ ２
１ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ ｇ は 上 昇 す る が 、 そ の 電 位 が VDD-|Vth| ま で 上 昇 し た 時 点 で Ｔ Ｆ Ｔ ２ １
は 非 導 通 状 態 と な っ て 電 位 が 安 定 す る 。 こ の 動 作 を 以 後 、 「 オ ー ト ゼ ロ 動 作 」 と 称 す る こ
と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ （ Ｂ ） ， （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 オ ー ト ゼ ロ 線 Ａ Ｚ Ｌ を ロ ー レ ベ ル と し て Ｔ Ｆ Ｔ ２ ３
を 非 導 通 状 態 と し 、 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ の 電 位 を Ｖ ref か ら Δ Vdata だ け 低 い 電 位 と す る 。 こ の
信 号 線 電 位 の 変 化 は 、 図 ３ （ Ｅ ） に 示 す よ う に 、 キ ャ パ シ タ Ｃ ２ １ を 介 し て Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の
ゲ ー ト 電 位 を Δ Vgだ け 低 下 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 図 ３ （ Ａ ） ， （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 走 査 線 Ｓ Ｃ Ｎ Ｌ を ロ ー レ ベ ル と し て Ｔ Ｆ Ｔ ２ ４ を 非
導 通 状 態 と し 、 駆 動 線 Ｄ Ｒ Ｖ Ｌ を ハ イ レ ベ ル と し て Ｔ Ｆ Ｔ ２ ２ を 導 通 状 態 と す る と 、 Ｔ Ｆ
Ｔ ２ １ お よ び 発 光 素 子 （ OLED） ２ ５ に 電 流 が 流 れ 、 発 光 素 子 ２ ５ が 発 光 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 寄 生 容 量 が 無 視 で き る と す れ ば 、 Δ Vgお よ び Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ ｇ は そ れ ぞ れ 次
の よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 数 ２ ）
　 　 　 　 Δ Vg＝ Δ Ｖ data× Ｃ １ ／ （ Ｃ １ ＋ Ｃ ２ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … （ ２ ）
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 数 ３ ）
　 　 　 　 Ｖ ｇ ＝ Ｖ C C － ｜ Ｖ ｔ ｈ ｜ － Δ Ｖ data× Ｃ １ ／ （ Ｃ １ ＋ Ｃ ２ ） … （ ３ ）
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 Ｃ １ は キ ャ パ シ タ Ｃ ２ １ の 容 量 値 、 Ｃ ２ は キ ャ パ シ タ Ｃ ２ ２ の 容 量 値 を そ れ ぞ
れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 発 光 時 に 発 光 素 子 （ OLED） ２ ５ に 流 れ る 電 流 を Ｉ oledと す る と 、 こ れ は 発 光 素 子
２ ５ と 直 列 に 接 続 さ れ る Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ に よ っ て 電 流 値 が 制 御 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ が 飽 和 領 域
で 動 作 す る と 仮 定 す れ ば 、 良 く 知 ら れ た Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の 式 お よ び 上 記 （ ３ ） 式 を 用
い て 次 の 関 係 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 数 ４ ）
　 　 　 Ｉ oled＝ μ Ｃ ｏ ｘ Ｗ ／ Ｌ ／ ２ （ Ｖ C C － Ｖ ｇ － ｜ Ｖ ｔ ｈ ｜ ） 2  
　 　 　 　 　 　 ＝ μ Ｃ ｏ ｘ Ｗ ／ Ｌ ／ ２ （ Δ Ｖ data× Ｃ １ ／ （ Ｃ １ ＋ Ｃ ２ ） ） 2  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … （ ４ ）
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 μ は キ ャ リ ア の 移 動 度 、 Ｃ ｏ ｘ は 単 位 面 積 当 た り の ゲ ー ト 容 量 、 Ｗ は ゲ ー ト 幅
、 Ｌ は ゲ ー ト 長 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ ４ ） 式 に よ れ ば 、 Ｉ oledは Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の し き い 値 Ｖ ｔ ｈ に よ ら ず 、 外 部 か ら 与 え ら れ
る Δ Ｖ dataに よ っ て 制 御 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 図 ２ の 画 素 回 路 ２ ０ を 用 い れ ば 、 画 素 毎
に ば ら つ く し き い 値 Ｖ ｔ ｈ の 影 響 を 受 け ず 、 電 流 の 均 一 性 、 ひ い て は 輝 度 の 均 一 性 が 比 較
的 高 い 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｕ Ｓ Ｐ ５ ， ６ ８ ４ ， ３ ６ ５
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ２ ３ ４ ６ ８ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 Ｕ Ｓ Ｐ ６ ， ２ ２ ９ ， ５ ０ ６
【 特 許 文 献 ４ 】 特 表 ２ ０ ０ ２ － ５ １ ４ ３ ２ ０ 号 公 報 の Ｆ Ｉ Ｇ ． ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の よ う に 、 図 １ の よ う な 画 素 回 路 １ ０ を 用 い た 場 合 、 ト ラ ン ジ ス タ の し き い 値 Ｖ ｔ
ｈ の ば ら つ き の た め 、 画 素 間 の 輝 度 の 均 一 性 が 損 な わ れ 、 高 品 位 の 表 示 装 置 を 構 成 す る こ
と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 図 ２ の 画 素 回 路 を 用 い れ ば 、 輝 度 の 均 一 性 が 比 較 的 高 い 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と
が 可 能 で あ る が 、 こ れ に は 次 の よ う な 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ の 問 題 は 、 外 部 か ら 駆 動 す る デ ー タ 振 幅 Δ Ｖ dataに 対 し 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー
ト 振 幅 Δ Vgは （ ２ ） 式 に 従 っ て 減 少 す る 。 逆 に 言 え ば 、 同 じ Δ Vgを 得 る た め に 大 き な Δ Ｖ
dataを 与 え る 必 要 が あ り 、 こ れ は 消 費 電 力 や ノ イ ズ の 点 か ら 望 ま し く な い 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ２ の 問 題 は 、 図 ２ の 画 素 回 路 ２ ０ に 関 す る 上 記 動 作 説 明 は 理 想 的 な も の で あ っ て 、 実
際 に は 、 発 光 素 子 （ OLED） ２ ５ を 駆 動 す る Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の Ｖ ｔ ｈ の ば ら つ き の 影 響 が 無 く な
る わ け で は な い 。
　 こ れ は 、 オ ー ト ゼ ロ 線 Ａ Ｚ Ｌ と Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド が Ｔ Ｆ Ｔ ２ ３ の ゲ ー ト 容 量 に
よ っ て 結 合 さ れ て お り 、 オ ー ト ゼ ロ 線 Ａ Ｚ Ｌ の レ ベ ル が 遷 移 す る 過 程 に お い て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２
３ の チ ャ ネ ル 電 荷 が Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド に 流 入 す る た め で あ る 。 こ の 理 由 を 次 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 す な わ ち 、 オ ー ト ゼ ロ 動 作 終 了 後 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト 電 位 は 理 想 的 に は VCC-|Vth| で
あ る べ き で あ る が 、 上 記 電 荷 の 流 入 に よ っ て 実 際 に は そ れ よ り や や 高 い 電 位 と な り 、 な お
か つ こ の 電 荷 の 流 入 量 は Ｖ ｔ ｈ の 値 に よ っ て 変 動 す る 。 な ぜ な ら 、 オ ー ト ゼ ロ 動 作 終 了 直
前 に お け る Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト 電 位 は ほ ぼ VCC-|Vth| で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 電 位 は |V
th| が た と え ば 小 さ い 程 高 い 。
　 一 方 、 オ ー ト ゼ ロ 動 作 終 了 時 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ３ が 非 導 通 に な る タ イ ミ ン グ が 遅 れ る こ と が あ
る た め 、 よ り 多 く の 電 荷 が Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト に 流 入 す る こ と に な る 。 結 果 と し て オ ー ト
ゼ ロ 動 作 終 了 後 の Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト 電 位 が |Vth| の 影 響 を 受 け る た め 、 前 述 の （ ３ ） 式
や （ ４ ） 式 が 厳 密 に は 成 立 せ ず 、 画 素 毎 に ば ら つ く Ｖ ｔ ｈ の 影 響 を 受 け る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 低 温 ポ リ シ リ コ ン Ｔ Ｆ Ｔ 作 製 時 の レ ー ザ ア ニ ― ル の ポ リ シ リ コ ン の 結 晶 粒 径 ば ら
つ き に 起 因 し た 移 動 度 の ば ら つ き は 除 去 す る こ と は で き な い 。 そ の た め 、 面 内 輝 度 ば ら つ
き が 発 生 し て し ま う 。 特 に 、 低 輝 度 時 よ り 高 輝 度 時 に 面 内 輝 度 ば ら つ き が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 高 輝 度 時 の 輝 度 ば ら つ き を 防 止 で き 、 か つ 、 低 輝 度 時 の 信 号 書 き 込 み
応 答 性 を 損 わ な い 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 複 数 配 列 さ れ た 画 素 回 路 と 、 上 記 画 素 回 路 の マ
ト リ ク ス 配 列 に 対 し て 列 毎 に 配 線 さ れ 、 輝 度 情 報 に 応 じ た 電 圧 信 号 が 供 給 さ れ る 信 号 線 と
、 上 記 画 素 回 路 の マ ト リ ク ス 配 列 に 対 し て 行 毎 に 配 線 さ れ た 少 な く と も 第 １ の 制 御 線 と 、
上 記 信 号 線 に 所 望 の 上 記 電 圧 信 号 を 伝 搬 さ せ る 第 １ の ド ラ イ バ と 、 上 記 第 １ の 制 御 線 に 所
定 の タ イ ミ ン グ で ス イ ッ チ を オ ン 、 オ フ す る た め の 信 号 を 印 加 す る 第 ２ の ド ラ イ バ と 、 第
１ の 基 準 電 位 お よ び 第 ２ の 基 準 電 位 と 、 を 有 し 、 上 記 各 画 素 回 路 は 、 流 れ る 電 流 に よ っ て
輝 度 が 変 化 す る 電 気 光 学 素 子 と 、 ノ ー ド と 、 上 記 第 １ の 基 準 電 位 と 上 記 第 ２ の 基 準 電 位 間
に 、 上 記 電 気 光 学 素 子 と 直 列 に 接 続 さ れ 、 上 記 ノ ー ド の 電 位 に 応 じ て オ ン 、 オ フ す る 第 １
の ス イ ッ チ と 、 上 記 信 号 線 と ノ ー ド と の 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 １ の 制 御 線 に よ っ て オ ン 、
オ フ さ れ る 第 ２ の ス イ ッ チ と 、 上 記 ノ ー ド と 所 定 電 位 と の 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 ２ の ス イ
ッ チ を 通 し て 入 力 し た 電 圧 信 号 を 保 持 す る キ ャ パ シ タ と 、 を 含 み 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の
ド ラ イ バ は 、 各 フ ィ ー ル ド が Ｎ 個 （ た だ し Ｎ は 正 の 整 数 ） の サ ブ フ ィ ー ル ド に 分 割 さ れ て
Ｎ 個 の 異 な る 区 分 が 設 定 さ れ 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド ご と に 上 記 画 素 回 路 の 上 記 第 ２ の ス イ ッ
チ が オ ン 、 オ フ 制 御 さ れ て 電 圧 信 号 を 入 力 し 、 入 力 信 号 に 応 じ て 上 記 第 １ の ス イ ッ チ を オ
ン 、 オ フ さ せ て 、 Ｎ ビ ッ ト 階 調 表 示 を 行 う よ う に 上 記 第 １ の 制 御 線 お よ び 信 号 線 を 駆 動 し
、 上 記 第 １ の ド ラ イ バ は 、 上 記 信 号 線 を 駆 動 す る た め の 信 号 を 、 上 記 画 素 回 路 の 複 数 回 表
示 に お い て 分 割 さ れ た フ ィ ー ル ド の 中 で ２ 回 以 上 の 複 数 回 選 択 し て 出 力 す る セ レ ク タ ス イ
ッ チ 部 と 、 上 記 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 の 選 択 信 号 を 蓄 積 す る ラ イ ン メ モ リ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 好 適 に は 、 上 記 ラ イ ン メ モ リ は 、 上 記 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 か ら 出 力 さ れ た 信 号 を ラ ッ チ
す る 第 １ ラ ッ チ と 、 上 記 第 １ ラ ッ チ の 出 力 信 号 を ラ ッ チ し て 出 力 す る 第 ２ ラ ッ チ と 、 を 含
む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 好 適 に は 、 上 記 第 １ の ド ラ イ バ は 、 上 記 第 ２ ラ ッ チ の 出 力 信 号 波 形 を 整 形 可 能 な バ ッ フ
ァ を さ ら に 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 好 適 に は 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の 先 頭 の １ 水 平 走 査 期 間 が Ｎ 等 分 さ れ て Ｎ 個 の 区 分 が 設 定
さ れ 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド ご と に 異 な る 区 分 に ア ド レ ス 期 間 が 設 定 さ れ た 区 分 後 の 上 記 第 ２
の ス イ ッ チ の オ ン 、 オ フ 周 期 を １ 水 平 走 査 期 間 の 長 さ の １ ／ Ｎ 倍 ま た は Ｋ ／ Ｎ 倍 （ た だ し
、 Ｋ は ２ 以 上 の 整 数 ） と し て 、 Ｎ ビ ッ ト の 階 調 表 示 を 行 う よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 好 適 に は 、 上 記 各 画 素 回 路 の 階 調 を 表 現 す る サ ブ フ ィ ー ル ド の 配 置 順 に つ い て 、 １ 水 平
走 査 期 間 に お け る サ ブ フ ィ ー ル ド の 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ の オ ン 、 オ フ の タ イ ミ ン グ が 、 す
べ て の ラ イ ン に お い て 異 な り 、 か つ 、 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 横 軸 に 時 間 、 縦 軸 に ラ イ ン 番
号 と し た 場 合 、 上 記 オ ン 、 オ フ の タ イ ミ ン グ が 最 も 疎 と な る よ う に サ ブ フ ィ ー ル ド を 配 置
し た 駆 動 タ イ ミ ン グ を と る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 好 適 に は 、 上 記 画 素 回 路 の 階 調 表 示 を 行 う 信 号 デ ー タ を 蓄 積 す る た め の ラ イ ン メ モ リ を
有 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 好 適 に は 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に お い て 、 上 記 画 素 回 路 の 階 調 表 示 を 行 う 信 号 デ ー タ を 蓄
積 す る た め の ラ イ ン メ モ リ と 、 上 記 画 素 回 路 の 階 調 表 示 を 行 う た め の １ フ ィ ー ル ド 期 間 内
に 表 示 デ ー タ の 入 れ 替 え を 行 う 、 フ ィ ー ル ド メ モ リ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 好 適 に は 、 上 記 画 素 回 路 は 、 上 記 サ ブ フ ィ ー ル ド ご と に 電 圧 信 号 を 入 力 し た 後 に 、 上 記
ノ ー ド の 電 位 を 所 定 電 位 と し て イ レ ー ズ す る イ レ ー ズ 部 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 好 適 に は 、 上 記 第 １ の ス イ ッ チ を 通 し て 上 記 電 気 光 学 素 子 に 定 電 流 を 供 給 可 能 な 電 流 供
給 回 路 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 好 適 に は 、 上 記 電 流 供 給 回 路 は 、 所 定 の 電 流 値 を 複 製 可 能 で 、 複 製 し た 電 流 を 供 給 す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 高 輝 度 で の 輝 度 ば ら つ き が 無 く な り 、 特 に 、 白 表 示 時 の 画 像 品 質 が 向
上 す る 。
　 ま た 、 任 意 の 輝 度 参 照 を 設 定 で き る た め 、 パ ネ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン 、 た と え ば 、 背 景 が
グ レ イ 表 示 に 対 応 時 に 輝 度 ば ら つ き 偏 差 を な く す よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 電 圧 信 号 駆 動 が 可 能 で あ る た め 、 信 号 線 へ の 接 続 点 数 を 軽 減 で き る 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 関 連 付 け て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
　 図 ４ は 、 本 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 構 成
の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ５ は 、 本 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 画 素
回 路 の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ は 、 画 素 回 路 １ ０ １ が ｍ × ｎ 個 の
マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 画 素 ア レ イ 部 １ ０ ２ 、 第 １ の ド ラ イ バ と し て の デ ー タ ド ラ イ バ
（ Ｄ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ３ 、 お よ び 第 ２ の ド ラ イ バ と し て の ス キ ャ ン ド ラ イ バ （ Ｓ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０
４ を 有 し て い る 。
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　 そ し て 、 画 素 回 路 １ ０ １ の マ ト リ ク ス 配 列 に 対 し て デ ー タ ド ラ イ バ （ Ｄ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ３
に よ っ て 選 択 的 に 駆 動 さ れ る ｎ 列 分 の 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ １ ～ Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ｎ が 画 素 列 毎 に 配
線 さ れ 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ （ Ｓ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ４ に よ っ て 選 択 的 に 駆 動 さ れ る ｍ 行 分 の 第 １
の 制 御 線 と し て の 走 査 線 Ｓ Ｃ Ｎ Ｌ １ ０ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ Ｌ １ ０ ｍ が 画 素 行 毎 に そ れ ぞ れ 配 線 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 画 素 回 路 １ ０ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ｐ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ ， １ １ ２ 、 お よ
び キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ 、 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る 発 光 素 子 １ １ ３ を 有 す
る 。
　 各 画 素 回 路 １ ０ １ の Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ は 、 ソ ー ス が 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ に 、 ゲ ー ト が Ｔ Ｆ Ｔ
１ １ ２ の ド レ イ ン に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ は 、 ア ノ ー ド が Ｔ
Ｆ Ｔ １ １ １ の ド レ イ ン に 、 カ ソ ー ド が 基 準 電 位 （ た と え ば 、 グ ラ ン ド 電 位 ） Ｇ Ｎ Ｄ に そ れ
ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
　 各 画 素 回 路 １ ０ １ の Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ は 、 ソ ー ス が 対 応 す る 列 の 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ １ ～ Ｓ Ｇ
Ｌ １ ０ ｎ に 、 ゲ ー ト が 対 応 す る 行 の 走 査 線 Ｓ Ｃ Ｎ Ｌ １ ０ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ Ｌ １ ０ ｍ に そ れ ぞ れ 接
続 さ れ て い る 。
　 キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ は 、 一 端 （ 第 １ 電 極 ） が 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ に 、 他 端 （ 第 ２ 電 極 ）
が Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ の ド レ イ ン に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 画 素 回 路 １ ０ １ に お け る ２ つ の Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ ， １ １ ２ は 、 低 温 ポ リ シ リ コ
ン の Ｔ Ｆ Ｔ か ら な り 、 飽 和 領 域 で は な く 、 リ ニ ア 領 域 で 動 作 さ せ 、 単 な る ス イ ッ チ と し て
機 能 す る よ う に 駆 動 さ れ る 。
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 低 温 ポ リ シ リ コ ン Ｔ Ｆ Ｔ か ら な る セ レ ク タ ス イ ッ チ
回 路 を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 信 号 電 位 を 発 生 さ せ る ソ ー ス Ｉ Ｃ の ピ ン （ PI
N） 数 を 削 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 画 素 回 路 １ ０ １ は 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ お よ び ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４
に よ り 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に お い て 、 複 数 回 表 示 す る よ う に 駆 動 制 御 さ れ る 。
　 ま た 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ は 、 後 で 詳 述 す る よ う に 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ を 含 み 、 セ レ
ク タ ス イ ッ チ は 、 画 素 回 路 １ ０ １ の 複 数 回 表 示 に お い て 分 割 さ れ た フ ィ ー ル ド の 中 で ２ 回
以 上 の 複 数 回 選 択 さ れ て 、 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ を 介 し た 信 号 書 き 込 み が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 垂 直 走 査 回 路 と し て の ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ は 、 デ ー タ ラ ッ チ 方 式 の シ フ ト レ ジ ス タ
方 式 を 採 用 し て い る 。
　 ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ の ス キ ャ ン （ 走 査 ） タ イ ミ ン グ は 、 図 ６ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
に 示 す よ う に 、 た と え ば １ フ ィ ー ル ド (Field)期 間 （ １ ６ ． ７ ｍ ｓ ） に ８ 個 の サ ブ フ ィ ー
ル ド （ Sub Field： Ｓ Ｆ ） 期 間 を 設 け て 、 ８ ビ ッ ト （ ２ ５ ６ 階 調 ） 表 示 を 可 能 に し て い る
。
　 こ の と き に 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ が ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド （ Sub Field） Ｓ Ｆ １ ～
Ｓ Ｆ ８ （ Field 分 割 選 択 ） の 信 号 を 発 生 さ せ 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ （ 垂 直 走 査 回 路 ） １ ０ ４
が 先 の 選 択 を 行 う と き に 、 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ に は デ ー タ ド ラ イ バ （ セ レ ク タ ） １ ０ ３ か ら ハ イ
（ High） レ ベ ル （ た と え ば １ ０ Ｖ ） ま た は ロ ー （ Low） レ ベ ル （ ０ Ｖ ） の 信 号 が 印 加 さ れ
、 画 素 へ の 信 号 の 取 り 込 み を そ の タ イ ミ ン グ で 行 う 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ７ は 、 本 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 表 示 パ ネ ル の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 表 示 パ ネ ル ２ ０ ０ に 、 画 素 ア レ イ 部 １ ０ ２ 、 デ ー タ ド ラ イ バ （ Ｄ Ｄ
Ｒ Ｖ ） １ ０ ３ 、 お よ び ス キ ャ ン ド ラ イ バ （ Ｓ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ は 、 デ ー タ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て チ ッ プ ３ ０ ０ に 形
成 さ れ た ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ １ が 接 続 さ れ て い る 。
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　 図 ７ の 画 素 ア レ イ 部 １ ０ ２ は 、 例 と し て パ ネ ル の 画 素 数 を 横 方 向 ９ ６ ０ （ Ｒ Ｇ Ｂ ） × 縦
方 向 ２ ４ ０ （ ラ イ ン ） と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ は 、 レ ベ ル シ フ タ １ ０ ３ １ お よ び ２ － セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３
２ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ １ か ら の ０ ／ ５ Ｖ 振 幅 の 発 生 信 号 を パ ネ ル 入 力
部 の 近 傍 に 存 在 す る デ ー タ ド ラ イ バ １ ３ ０ の レ ベ ル シ フ タ １ ０ ３ １ に よ り ０ ／ １ ０ Ｖ 振 幅
の 信 号 に レ ベ ル シ フ ト し 、 さ ら に セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ２ を 介 し て 選 択 す る こ と に よ
り 、 ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ に 時 分 割 配 分 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ は 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ の 複 数 の 各 セ レ ク タ ス イ ッ チ を 切 り 替 え る 切 替 信 号
Ｓ １ 、 Ｓ ２ の タ イ ミ ン グ 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ７ に 示 す セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ １ は 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ Ｗ ２ 、 Ｓ Ｗ ３
の ３ つ の み を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ７ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ は 、 切 替 信 号 Ｓ １ を 受 け る と Ｂ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０
１ － Ｂ に レ ベ ル シ フ ト さ れ た １ ０ Ｖ の 信 号 ま た は ０ Ｖ に 信 号 を 伝 搬 さ せ 、 切 替 信 号 Ｓ ２ を
受 け る と Ｒ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ２ － Ｒ に レ ベ ル シ フ ト さ れ た １ ０ Ｖ の 信 号 ま
た は ０ Ｖ の 信 号 を 伝 搬 さ せ る 。
　 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ は 、 切 替 信 号 Ｓ １ を 受 け る と Ｇ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ３ － Ｇ
に レ ベ ル シ フ ト さ れ た １ ０ Ｖ の 信 号 ま た は ０ Ｖ の 信 号 を 伝 搬 さ せ 、 切 替 信 号 Ｓ ２ を 受 け る
と Ｂ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ４ － Ｂ に レ ベ ル シ フ ト さ れ た １ ０ Ｖ の 信 号 ま た は ０
Ｖ の 信 号 を 伝 搬 さ せ る 。
　 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ は 、 切 替 信 号 Ｓ １ を 受 け る と Ｒ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ５ － Ｒ
に レ ベ ル シ フ ト さ れ た １ ０ Ｖ の 信 号 ま た は ０ Ｖ の 信 号 を 伝 搬 さ せ 、 切 替 信 号 Ｓ ２ を 受 け る
と Ｇ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ６ － Ｇ に レ ベ ル シ フ ト さ れ た １ ０ Ｖ の 信 号 ま た は ０
Ｖ の 信 号 を 伝 搬 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の よ う な 、 時 分 割 階 調 表 示 を 行 う こ と に よ り 、 ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ １ か ら の 信 号 線 の 数 は
、 通 常 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に 対 し て 、 時 分 割 数 分 で 割 っ た （ 除 し た ） 数 で 対 応 で き る
こ と か ら 入 出 力 ピ ン 数 を 少 な く で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 画 素 回 路 １ ０ １ の 発 光 素 子 １ １ ３ を 駆 動 し て 表
示 す る に 際 し 、 １ フ ィ ー ル ド を 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ に 分 割 し て 発 光 期 間 の 異 な る （
長 さ の 異 な る ） サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ を 選 択 （ オ ン 、 オ フ ） し 発 光 さ せ て 階 調 表 示 を 行 う 時
分 割 階 調 表 示 を 採 用 し て い る 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 こ の 時 分 割 階 調 表 示 を 行 う 場 合 に 、 線 順 次 書 き 込 み 方 式 で は な
く 、 ア ド レ ス 表 示 同 時 駆 動 方 式 （ Ａ Ｗ Ｄ ： Address While Display Driving Scheme） に 従
っ て デ ー タ 出 力 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 下 に 、 線 順 次 書 き 込 み 方 式 で は な く Ａ Ｗ Ｄ 方 式 を 採 用 し た 理 由 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 線 順 次 書 き 込 み 方 式 に つ い て 、 図 ９ ～ 図 １ １ に 関 連 付 け て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ９ は 、 線 順 次 書 き 込 み 方 式 の ８ ラ イ ン の 場 合 の ス キ ャ ン ラ イ ン の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 示
す 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 線 順 次 書 き 込 み 方 式 の デ ー タ の 出 力 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ １
は 、 線 順 次 書 き 込 み 方 式 を 採 用 し た 場 合 の ス キ ャ ン の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ こ で は 、 １ フ ィ ー ル ド を そ れ ぞ れ 期 間 の 異 な る ３ つ の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ １ 、 Ｓ Ｆ ２
、 Ｓ Ｆ ３ に 分 割 す る ８ 階 調 表 示 の 場 合 で あ っ て 、 ８ ラ イ ン 駆 動 の 場 合 を 例 と し て い る 。
　 線 順 次 の 場 合 、 デ ー タ は 図 ９ お よ び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｓ Ｂ か ら Ｍ Ｓ Ｂ へ と 順 番 に

10

20

30

40

50

(10) JP 2007-333913 A 2007.12.27



出 力 さ れ 、 書 き 込 み の 順 番 は 線 順 次 、 す な わ ち 、 ラ イ ン Ｌ １ ～ ラ イ ン Ｌ ８ の サ ブ フ ィ ー ル
ド Ｓ Ｆ １ を 書 き 込 み 、 ラ イ ン Ｌ １ ～ ラ イ ン Ｌ ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ ２ を 書 き 込 み 、 ラ イ
ン Ｌ １ ～ ラ イ ン Ｌ ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ ３ を 書 き 込 む 。
　 し か し こ の 場 合 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 書 き 込 め な い 期 間 が 存 在 し て し ま う 。
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら な る 発 光 素 子 １ １ ３ の 劣 化 を 抑 え る た め に 、 １ 度 に 流 れ る 電 流 量 を 抑
え る こ と が 必 要 で あ る 。 電 流 量 を 抑 え る た め に は 発 光 期 間 を 長 く と れ ば よ い が 、 書 き 込 み
時 間 以 外 を す べ て 発 光 期 間 に す る と 、 書 き 込 み 時 間 が 足 り な く な る 。
　 た と え ば 、 ２ ４ ０ ラ イ ン で ８ Ｓ Ｆ （ ２ ５ ６ 階 調 ） の 場 合 、 書 き 込 み 時 間 は ０ ． ２ ７ μ ｓ
と な る 。
　 書 き 込 み 時 間 を 優 先 す る と 、 表 示 期 間 が 減 少 す る 。 た と え ば 、 ２ ４ ０ ラ イ ン 、 ８ Ｓ Ｆ （
２ ５ ６ 階 調 ） で 、 書 き 込 み 時 間 ６ μ ｓ と し た 場 合 、 表 示 期 間 の 割 合 は 約 ６ ４ ％ と な り 、 １
度 に 流 れ る 電 流 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 Ａ Ｗ Ｄ 方 式 を 採 用
し て デ ー タ 出 力 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 １ ２ は 、 Ａ Ｗ Ｄ 方 式 の ８ ラ イ ン の 場 合 の ス キ ャ ン ラ イ ン の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で
あ る 。 図 １ ３ は 、 Ａ Ｗ Ｄ 方 式 の デ ー タ の 出 力 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ こ で も 、 １ フ ィ ー ル ド を そ れ ぞ れ 期 間 の 異 な る ３ つ の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ １ 、 Ｓ Ｆ ２
、 Ｓ Ｆ ３ に 分 割 す る ８ 階 調 表 示 の 場 合 で あ っ て 、 ８ ラ イ ン 駆 動 の 場 合 を 例 と し て い る 。
　 Ａ Ｗ Ｄ 方 式 に お い て は 、 書 き 込 み が 線 順 次 で は な く 、 デ ー タ も 、 た と え ば ラ イ ン Ｌ １ の
サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ １ 、 次 に ラ イ ン Ｌ ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ ２ 、 次 に ラ イ ン Ｌ ６ の サ ブ
フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ ３ の よ う に 、 ラ ン ダ ム な 順 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ に お い て は 、 サ ブ フ ィ ー ル
ド の 階 調 表 現 を 行 う 。
　 具 体 的 に は 、 各 ラ イ ン ご と に 、 各 フ ィ ー ル ド が Ｎ 個 （ た だ し Ｎ は 正 の 整 数 ） の サ ブ フ ィ
ー ル ド Ｓ Ｆ に 分 割 さ れ 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の 先 頭 の １ Ｈ 期 間 （ た だ し 、 Ｈ は 水 平 走 査 期 間
） が Ｎ 等 分 さ れ て Ｎ 個 の 区 分 が 設 定 さ れ 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド ご と に 異 な る 区 分 に ア ド レ ス
期 間 が 設 定 さ れ た 区 分 後 の キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ の 放 電 維 持 期 間 で の ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０
４ に よ る サ ス テ イ ン パ ル ス Ｗ Ｓ の 周 期 を １ Ｈ 期 間 の 長 さ の １ ／ Ｎ 倍 ま た は Ｋ ／ Ｎ 倍 （ た だ
し 、 Ｋ は ２ 以 上 Ｈ の 整 数 ） と し て 、 Ｎ ビ ッ ト の 階 調 表 示 を 行 う 。
　 そ し て 、 各 画 素 の 階 調 を 表 現 す る サ ブ フ ィ ー ル ド の 配 置 順 に つ い て 、 １ Ｈ 期 間 に お け る
サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ の 放 電 開 始 タ イ ミ ン グ が 、 す べ て の ラ イ ン に お い て 異 な り 、 か つ 、 い
わ ゆ る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 横 軸 に 時 間 、 縦 軸 に ラ イ ン 番 号 と し た 場 合 （ 図 １ ２ お よ び 図
１ ３ 参 照 ） 、 キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ の 放 電 開 始 タ イ ミ ン グ が 最 も 疎 と な る よ う に サ ブ フ ィ ー
ル ド を 配 置 し た 駆 動 タ イ ミ ン グ を と る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 以 上 の Ａ Ｗ Ｄ 方 式 に 応 じ た 駆 動 タ イ ミ ン グ を 採 用 す る こ と に よ り 、 書 き 込 み 期 間 を 全 期
間 無 駄 な く 配 置 可 能 と な っ て い る 。
　 た と え ば ２ ４ ０ ラ イ ン 、 ８ Ｓ Ｆ （ ２ ５ ６ 階 調 ） の 場 合 、 書 き 込 み 時 間 は ８ ． ７ μ ｓ （ ＝
１ ６ .７ ｍ ｓ ／ ８ Ｓ Ｆ ／ ２ ４ ０ ラ イ ン ） と な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う な 、 Ａ Ｗ Ｄ 方 式 に 応 じ た 駆 動 タ イ ミ ン グ は 、 た と え ば あ ら か じ め Ａ Ｗ Ｄ タ イ ム
シ ー ケ ン ス と し て 図 示 し な い テ ー ブ ル に 保 持 さ れ る 。
　 以 下 に 、 Ａ Ｄ Ｗ タ イ ム シ ー ケ ン ス の 作 成 方 法 の 一 例 を 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 ２ ビ
ッ ト 分 の γ 補 正 を 含 め て １ フ ィ ー ル ド を １ ０ サ ブ フ ィ ー ル ド の 分 割 す る 場 合 を 例 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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１ ） １ フ ィ ー ル ド （ １ ６ ． ７ ｍ ｓ ） を ス キ ャ ン ラ イ ン （ 走 査 線 ） 数 （ こ の 例 で は ２ ４ ０ ラ
イ ン ） で 割 り （ 除 し て ） 、 １ Ｈ 期 間 を 決 定 す る 。 す な わ ち 、 １ ６ ． ７ ｍ ｓ ／ ２ ４ ０ ＝ ６ ９
． ５ μ ｓ を １ Ｈ 期 間 と す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
２ ） １ Ｈ （ ６ ９ ． ５ μ ｓ ） を サ ブ フ ィ ー ル ド 数 （ こ の 例 で は １ ０ Ｓ Ｆ ） で 割 り （ 除 し て ）
、 書 き 込 み 時 間 を 決 定 す る 。 す な わ ち 、 ６ ９ ． ５ μ ｓ ／ １ ０ ＝ ６ ． ９ ５ μ ｓ を 書 き 込 み 時
間 と す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
３ ） １ Ｈ 期 間 を 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の 書 き 込 み 期 間 で 割 り 振 る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
４ ） 割 り 振 っ た サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ の 書 き 込 み 期 間 を 違 反 し な い よ う に 、 各 サ ブ フ ィ ー ル
ド Ｓ Ｆ の 書 き 込 み タ イ ミ ン グ を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
５ ） 各 ラ イ ン の 書 き 込 み シ ー ケ ン ス を １ Ｈ ず ら し て い く こ と に よ り 、 Ａ Ｗ Ｄ タ イ ム シ ー ケ
ン ス 表 の 作 成 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 に よ る 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 以 上 の 構 成 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 輝 度 デ ー タ の 書 き 込 み を 行 う 画 素
回 路 １ ０ １ で は 、 こ の 画 素 を 含 む 画 素 行 が ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ に よ っ て 走 査 線 Ｓ Ｃ Ｎ
Ｌ を 介 し て 選 択 さ れ る こ と で 、 そ の 行 の 画 素 回 路 １ ０ １ の Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ が オ ン す る 。
　 こ の と き 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ か ら 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ を 介 し て ハ イ レ ベ ル （ １ ０ Ｖ ） ま た
は ロ ー レ ベ ル （ ０ Ｖ ） を 示 す 電 圧 で 供 給 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ を 通 し て キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １
に 保 持 さ れ る 。
　 キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ に 保 持 さ れ た デ ー タ 電 圧 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 。
　 こ れ に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ は 、 保 持 デ ー タ に 従 っ て オ ン ま た は オ フ し 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素
子 １ ３ が 電 流 駆 動 さ れ る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ を 駆 動 す る 場 合 に オ ン 、 オ フ さ れ る Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ お よ び Ｔ Ｆ Ｔ
１ １ ２ は 、 単 な る オ ン ・ オ フ ス イ ッ チ と し て 機 能 す る 。
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ の 階 調 表 現 は 、 キ ャ パ シ タ
Ｃ １ １ １ に よ っ て 保 持 さ れ る Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電 圧 を 変 調 す る こ と に よ っ
て 行 わ れ る の で は な く 、 以 下 の よ う に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ の ス キ ャ ン （ 走 査 ） タ イ ミ ン グ は 、 た
と え ば １ フ ィ ー ル ド (Field)期 間 （ １ ６ ． ７ ｍ ｓ ） に ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ 期 間 を 設
け て 、 ８ ビ ッ ト （ ２ ５ ６ 階 調 ） 表 示 を 可 能 に し て い る 。
　 こ の と き に 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ に お い て ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ １ ～ Ｓ Ｆ ８ （
Field 分 割 選 択 ） の 信 号 が 発 生 さ れ 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ が 先 の 選 択 を 行 う と き に 、
信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ に は デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ か ら ハ イ レ ベ ル （ た と え ば １ ０ Ｖ ） ま た は ロ ー レ
ベ ル （ ０ Ｖ ） の 信 号 が 印 加 さ れ 、 画 素 へ の 信 号 の 取 り 込 み が そ の タ イ ミ ン グ で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ の 階 調 表 現 を 、 時
分 割 階 調 表 示 と し 、 デ ー タ 出 力 は 、 線 順 次 書 き 込 み 方 式 で は な く 、 Ａ Ｗ Ｄ 方 式 に 従 っ て 行
い 、 各 画 素 回 路 １ ０ １ に お い て は 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ へ の 電 流 供 給 路 に 配 置 さ れ る
Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ を 単 な る オ ン ・ オ フ ス イ ッ チ と し て の み 機 能 さ せ る こ と か ら 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光
素 子 １ １ ３ の 輝 度 ば ら つ き に 影 響 を 与 え る Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の 移 動 度 μ 、 し き い 値 Ｖ ｔ ｈ の ば
ら つ き に か か わ り な く 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ を 輝 度 む ら の 発 生 を 抑 止 し つ つ 安 定 に 駆
動 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 画 素 回 路 １ ０ １ を 、 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ
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Ｃ Ｌ と 基 準 電 位 （ た と え ば 接 地 電 位 Ｇ Ｎ Ｄ ） と の 間 に 直 列 に 配 置 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ お よ
び 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ 、 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ と Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ゲ ー ト 間 に 接 続 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ
１ １ ２ 、 お よ び Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ゲ ー ト と 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ と の 間 に 接 続 さ れ た キ ャ パ シ
タ Ｃ １ １ １ を 含 ん で 構 成 し 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ の ス キ ャ ン タ イ ミ ン グ は 、 た と え ば
１ フ ィ ー ル ド 期 間 （ １ ６ ． ７ ｍ ｓ ） に Ｎ （ た と え ば ８ あ る い は １ ０ ） 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド
Ｓ Ｆ 期 間 を 設 け て 、 Ｎ ビ ッ ト （ ８ ビ ッ ト の 場 合 、 ２ ５ ６ 階 調 ） 表 示 を 可 能 に し 、 ス キ ャ ン
ド ラ イ バ １ ０ ４ が た と え ば Ｎ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ １ ～ Ｓ Ｆ Ｎ の 信 号 を 発 生 さ せ 、 ス キ
ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ が 先 の 選 択 を 行 う と き に 、 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ に は デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ か
ら ハ イ レ ベ ル （ た と え ば １ ０ Ｖ ） ま た は ロ ー レ ベ ル （ ０ Ｖ ） の 信 号 が 印 加 さ れ 、 画 素 へ の
信 号 の 取 り 込 み を そ の タ イ ミ ン グ で 行 う こ と か ら 、 以 下 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 各 画 素 回 路 １ ０ １ に お い て は 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ へ の 電 流 供 給 路 に 配 置 さ れ る Ｔ
Ｆ Ｔ １ １ １ を 単 な る オ ン ・ オ フ ス イ ッ チ と し て の み 機 能 さ せ る こ と が 可 能 で 、 そ の 結 果 、
有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ の 輝 度 ば ら つ き に 影 響 を 与 え る Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の 移 動 度 μ 、 し き い
値 Ｖ ｔ ｈ の ば ら つ き に か か わ り な く 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ を 輝 度 む ら の 発 生 を 抑 止 し
つ つ 安 定 に 駆 動 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 低 輝 度 時 の 信 号 書 き 込 み 応 答 性 を 損 う
こ と な く 、 高 輝 度 時 の 輝 度 ば ら つ き を 防 止 で き る 。 そ の 結 果 、 高 品 位 な 画 像 を 表 示 す る こ
と が で き る 。
　 ま た 、 画 素 回 路 の 構 成 を し き い 値 補 正 用 の Ｔ Ｆ Ｔ 等 を 設 け る こ と な く 、 極 め て 簡 単 な 構
成 と す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ス キ ャ ン ラ イ ン 等 の 制 御 線 を 最 小 限 に と ど め る こ と が
で き 、 制 御 系 の 負 荷 の 軽 減 を 図 れ る こ と は も と よ り 、 表 示 パ ネ ル の 狭 額 縁 化 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 換 言 す れ ば 、 本 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 高 輝 度 で の 輝 度 ば ら つ き が 無 く な り 、 白 表 示
時 の 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 （ OLED） の 画 像 品 質 が 向 上 す る 。
　 ま た 、 任 意 の 輝 度 参 照 を 設 定 で き る た め 、 パ ネ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ た と え ば 、 背 景 が
グ レ イ 表 示 に 対 応 ） 時 に 、 輝 度 ば ら つ き 偏 差 を な く す よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 電 圧 信 号 駆 動 で あ る た め 、 信 号 線 へ の 接 続 点 数 を 軽 減 で き る 。 電 流 駆 動 回 路 で は
、 電 流 を 水 平 選 択 期 間 中 流 す こ と が 必 要 と な る 結 果 、 信 号 線 の 切 り 替 え ス イ ッ チ が 使 用 で
き な い 。 電 圧 信 号 は 信 号 線 の 容 量 に 電 荷 を 蓄 積 さ せ る ほ う が 接 続 端 子 数 削 減 に は 望 ま し い
。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 な お 、 図 ５ の 画 素 回 路 １ ０ １ は 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い
。 た と え ば 、 上 述 し た よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ ， Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ は 単 な る ス イ ッ チ で あ る こ と
か ら 、 こ れ ら の す べ て 乃 至 一 部 を ｎ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ 、 あ る い は そ の 他 の ス イ ッ チ 素 子 で 構
成 す る こ と も 可 能 な こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ （ 表 示 装 置 ） の 構 成 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ ６ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 画 素
回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
　 図 １ ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ （ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 第 ２ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ａ が 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ
Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ と 異 な る 点 は 、 各 ラ イ ン の 画 素 回 路 １ ０ １ Ａ に お い て 、 １ つ の サ ブ
フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ に 電 圧 信 号 （ １ ０ Ｖ ま た は ０ Ｖ ） を Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ を 通 し て 取 り 込 み キ ャ パ
シ タ Ｃ １ １ １ に 保 持 し た 後 、 そ の 都 度 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ゲ ー ト お よ び キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ が
接 続 さ れ た ノ ー ド Ｎ Ｄ １ １ １ の 電 位 を 消 去 （ イ レ ー ズ ： ｅ ｒ ａ ｓ ｅ ） す る よ う に し て 、 安
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定 し た 階 調 表 示 を 実 現 し た こ と に あ る 。
　 具 体 的 に は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ａ に お い て 、 各 画 素 行 ご と に 消 去 （ イ レ ー ズ
） 線 Ｅ Ｓ Ｌ １ ０ １ ～ Ｅ Ｓ Ｌ １ ０ ｍ を 配 線 し 、 各 消 去 線 Ｅ Ｓ Ｌ １ ０ １ ～ Ｅ Ｓ Ｌ １ ０ ｍ に 対 し
て 消 去 信 号 Ｅ Ｓ を 選 択 的 に 印 加 す る イ レ ー ズ ド ラ イ バ （ Ｅ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ５ を 設 け て い る 。
　 そ し て 、 各 画 素 回 路 １ ０ １ Ａ に お い て 、 イ レ ー ズ 用 の ｐ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ４ を 設 け 、
Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ４ の ソ ー ス が 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン が Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ゲ ー
ト お よ び キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ の 第 ２ 電 極 が 接 続 さ れ た ノ ー ド Ｎ Ｄ １ １ １ に 接 続 さ れ 、 ゲ ー
ト が 対 応 す る 行 に 配 線 さ れ た 消 去 線 Ｅ Ｓ Ｌ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ ８ は 、 消 去 信 号 Ｅ Ｓ の タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ ８ の 例 は 、 １ フ ィ ー ル ド を １ ０ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ に 分 割 し た 場 合 の 例 で あ る
。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 １ フ ィ ー ル ド の 分 割 数 に か か わ り な く 、 １ つ の サ ブ フ ィ ー ル ド
Ｓ Ｆ に 電 圧 信 号 （ １ ０ Ｖ ま た は ０ Ｖ ） を Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ を 通 し て 取 り 込 み キ ャ パ シ タ Ｃ １ １
１ に 保 持 し た 後 、 そ の 都 度 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ゲ ー ト お よ び キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ が 接 続 さ れ た
ノ ー ド Ｎ Ｄ １ １ １ の 電 位 を 消 去 （ イ レ ー ズ ： ｅ ｒ ａ ｓ ｅ ） す る よ う に し て 、 安 定 し た 階 調
表 示 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 本 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に お い て 、 複 数 回 任 意 の 単 一 画
素 の 階 調 表 示 を 行 う 信 号 デ ー タ を 蓄 積 す る た め の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 独 立 の ラ イ ン メ モ リ と 、 こ の
複 数 回 任 意 の 単 位 画 素 の 階 調 表 示 を 行 う た め の 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 内 に 表 示 デ ー タ の 入 れ
替 え を 行 う た め の フ ィ ー ル ド メ モ リ を 含 む Ｉ Ｃ チ ッ プ ３ ０ ０ Ａ を パ ネ ル 外 に 配 置 し て い る
。
　 こ こ で 、 ラ イ ン メ モ リ は 、 順 次 フ ィ ー ル ド メ モ リ で Ａ Ｗ Ｄ 方 式 に 応 じ て 並 び 替 え た デ ー
タ に よ り ソ ー ス Ｉ Ｃ を 制 御 し て 信 号 デ ー タ を 出 力 す る 。 こ の と き 、 Ｒ Ｇ Ｂ に 単 独 で の 出 力
が 可 能 に な る た め 、 接 続 ピ ン （ Ｐ Ｉ Ｎ ） 数 、 配 線 数 は 激 減 す る 。
　 す な わ ち 、 時 分 割 に よ る デ ー タ 信 号 を 発 生 さ せ る ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ ０ Ａ の ピ ン 数 は 、 Ｔ Ｆ
Ｔ で 形 成 さ れ た 、 た と え ば ８ ビ ッ ト デ ー タ 信 号 を 各 信 号 線 毎 に メ モ リ を 持 た せ る こ と に よ
り 、 削 減 で き る 。 こ の ８ ビ ッ ト デ ー タ は フ ィ ー ル ド メ モ リ か ら の Ｒ Ｇ Ｂ 独 立 の シ リ ア ル デ
ー タ よ り な る 。 そ の 結 果 、 ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ ０ Ａ か ら の 信 号 線 の 数 は 、 通 常 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ
ス プ レ イ に 対 し て 、 ビ ッ ト に 対 応 し た Ｒ Ｇ Ｂ の 本 数 が 達 成 で き 、 最 小 の 入 出 力 ピ ン 数 で 済
む 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 本 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 各 画 素 回 路
に お い て Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ４ が 一 つ 増 え 、 制 御 線 と し て の 消 去 線 Ｅ Ｓ Ｌ が 増 え る も の の 、 パ ネ ル
の 面 積 的 に は 狭 額 縁 化 に さ ほ ど の 影 響 を 及 ぼ す こ と は な く 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 効
果 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き 、 さ ら に 安 定 し た 階 調 表 示 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 な お 、 図 １ ６ の 画 素 回 路 １ ０ １ Ａ は 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 た と え ば 、 上 述 し た よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ ， Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ ， Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ４ は 単 な る
ス イ ッ チ で あ る こ と か ら 、 こ れ ら の す べ て 乃 至 一 部 を ｎ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ 、 あ る い は そ の 他
の ス イ ッ チ 素 子 で 構 成 す る こ と も 可 能 な こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
＜ 第 ３ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ ９ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ （ 表 示 装 置 ） の 構 成 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ２ ０ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 画 素
回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
　 図 ２ １ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ （ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 第 ３ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ｂ が 上 述 し た 第 ２ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ
Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ａ と 異 な る 点 は 、 各 ラ イ ン の 画 素 回 路 １ ０ １ Ｂ に お い て 、 定 電 流 を
複 製 し て 、 複 製 し た 電 流 を 駆 動 ス イ ッ チ Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ を 通 し て 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ に
供 給 す る よ う に 構 成 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ の 特 性 劣 化 が 発 生 し 、 輝 度 の 低 下 を 抑 止
し て い る 。
　 具 体 的 に は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ｂ に お い て 、 各 画 素 列 ご と に 参 照 電 流 供 給 線
Ｉ Ｒ Ｆ Ｌ １ ０ １ ～ Ｉ Ｒ Ｆ Ｌ １ ０ ｎ を 配 線 し 、 各 参 照 電 流 供 給 線 Ｉ Ｒ Ｆ Ｌ １ ０ １ ～ Ｉ Ｒ Ｆ Ｌ
１ ０ ｎ に 対 し て 参 照 電 流 Ｉ refを 選 択 的 に 印 加 す る 電 流 ド ラ イ バ （ Ｉ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ６ を 設
け て い る 。
　 さ ら に 、 各 画 素 行 ご と に 電 流 複 製 線 （ カ ン レ ト コ ピ ー 線 ） Ｃ Ｃ Ｌ １ ０ １ ～ Ｃ Ｃ Ｌ １ ０ ｍ
を 配 線 し 、 各 電 流 複 製 線 Ｃ Ｃ Ｌ １ ０ １ ～ Ｃ Ｃ Ｌ １ ０ ｍ に 対 し て カ レ ン ト コ ピ ー 信 号 Ｃ Ｓ を
選 択 的 に 印 加 す る コ ピ ー ド ラ イ バ （ Ｃ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ７ を 設 け て い る 。
　 そ し て 、 各 画 素 回 路 １ ０ １ Ｂ に お い て 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 駆 動 ス イ ッ チ と し て の Ｔ
Ｆ Ｔ １ １ １ の ソ ー ス と 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ と の 間 に 、 カ ン レ ト コ ピ ー 回 路 １ ２ ０ を 設 け て
い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 カ レ ン ト コ ピ ー 回 路 １ ２ ０ は 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 ｐ チ ャ ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ １ 、 ｎ チ ャ
ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ ２ ， １ ２ ３ 、 キ ャ パ シ タ Ｃ １ ２ １ 、 お よ び ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ １ 、 Ｎ Ｄ １ ２ ２
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ １ の ソ ー ス が 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン が ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ １
に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト が ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
　 キ ャ パ シ タ Ｃ １ ２ １ の 一 端 （ 第 １ 電 極 ） が 電 源 電 位 線 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ に 接 続 さ れ 、 他 端 （ 第 ２
電 極 ） が ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
　 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ ２ の ソ ー ス が 参 照 電 流 供 給 線 Ｉ Ｒ Ｆ Ｌ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン が ノ ー ド Ｎ Ｄ １
２ １ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ ３ の ソ ー ス が ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ １ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン
が ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ ２ ， １ ２ ３ の ゲ ー ト が カ レ ン ト コ ピ ー
線 Ｃ Ｃ Ｌ に 共 通 に 接 続 さ れ て い る 。
　 カ ン レ ト コ ピ ー 回 路 １ ２ ０ の 出 力 ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ １ が 画 素 回 路 １ ０ １ Ｂ の 駆 動 ス イ ッ チ
を 形 成 す る Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ソ ー ス に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の よ う は 構 成 を 有 す る 画 素 回 路 １ ０ １ Ｂ に お い て 、 ま ず コ ピ ー ド ラ イ バ １ ０ ７ に よ り
カ レ ン ト コ ピ ー 線 Ｃ Ｃ Ｌ に ハ イ レ ベ ル の カ ン レ ト コ ピ ー 信 号 Ｃ Ｓ が 所 定 期 間 印 加 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 カ レ ン ト コ ピ ー 回 路 １ ２ ０ の Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ ２ ， １ ２ ３ が オ ン 状 態 と な る 。
　 こ の と き 、 対 応 す る 参 照 電 流 供 給 線 Ｉ Ｒ Ｆ Ｌ に は 参 照 電 流 Ｉ refが 供 給 さ れ て お り 、 こ
の 参 照 電 流 Ｉ refは 、 カ ン レ ト コ ピ ー 回 路 １ ２ ０ の Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ ２ ， １ ２ ３ を 通 し て キ ャ パ
シ タ Ｃ １ ２ １ に コ ピ ー さ れ る （ 電 荷 と し て 保 持 さ れ て コ ピ ー さ れ る ） 。
　 所 定 期 間 が 経 過 す る と 、 カ ン レ ト コ ピ ー 信 号 Ｃ Ｓ が コ ピ ー ド ラ イ バ １ ０ ７ に よ り ロ ー レ
ベ ル に 切 り 替 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 カ ン レ ト コ ピ ー 回 路 １ ２ ０ の Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ ２ ， １ ２ ３
は オ フ し 、 参 照 電 流 Ｉ refが キ ャ パ シ タ Ｃ １ ２ １ に 保 持 さ れ 、 コ ピ ー さ れ た 状 態 と な る 。
　 こ れ に 伴 い 、 ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ ２ が 所 定 の 電 位 に 保 持 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ １ の ゲ ー ト に 印 加
さ れ て 、 定 電 流 が ノ ー ド Ｎ Ｄ １ ２ １ を 通 し て Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ソ ー ス 側 に 供 給 さ れ る 。
　 後 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 の 駆 動 に よ り 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ に お い
て た と え ば ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ １ ～ Ｓ Ｆ ８ （ Field 分 割 選 択 ） の 信 号 を 発 生 さ れ 、
ス キ ャ ン ド ラ イ バ １ ０ ４ が 先 の 選 択 を 行 う と き に 、 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ に は デ ー タ ド ラ イ バ １ ０
３ か ら ハ イ レ ベ ル （ た と え ば １ ０ Ｖ ） ま た は ロ ー レ ベ ル （ ０ Ｖ ） の 信 号 が 印 加 さ れ 、 画 素
へ の 信 号 の 取 り 込 み が そ の タ イ ミ ン グ で 行 わ れ る 。
　 な お 、 １ つ の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ に 電 圧 信 号 （ １ ０ Ｖ ま た は ０ Ｖ ） を Ｔ Ｆ Ｔ １ １ ２ を 通
し て 取 り 込 み キ ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ に 保 持 し た 後 、 そ の 都 度 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ １ の ゲ ー ト お よ び キ

10

20

30

40

50

(15) JP 2007-333913 A 2007.12.27



ャ パ シ タ Ｃ １ １ １ が 接 続 さ れ た ノ ー ド Ｎ Ｄ １ １ １ の 電 位 が 消 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 本 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に お い て 、 複 数 回 任 意 の 単 一 画
素 の 階 調 表 示 を 行 う 信 号 デ ー タ を 蓄 積 す る た め の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 独 立 の ラ イ ン メ モ リ と 、 こ の
複 数 回 任 意 の 単 位 画 素 の 階 調 表 示 を 行 う た め の 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 内 に 表 示 デ ー タ の 入 れ
替 え を 行 う た め の フ ィ ー ル ド メ モ リ を 含 む Ｉ Ｃ チ ッ プ ３ ０ ０ Ｂ を パ ネ ル 外 に 配 置 し て い る
。
　 こ こ で 、 ラ イ ン メ モ リ は 、 順 次 フ ィ ー ル ド メ モ リ で Ａ Ｗ Ｄ 方 式 に 応 じ て 並 び 替 え た デ ー
タ に よ り ソ ー ス Ｉ Ｃ を 制 御 し て 信 号 デ ー タ を 出 力 す る 。 こ の と き 、 Ｒ Ｇ Ｂ に 単 独 で の 出 力
が 可 能 に な る た め 、 接 続 Ｐ Ｉ Ｎ 数 、 配 線 数 は 激 減 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 第 ３ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 し た 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 の 効 果 と 同 様 の 効 果 を
得 ら れ る こ と は も と よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 １ １ ３ の 特 性 劣 化 が 発 生 し 、 輝 度 の 低 下 す る
こ と を 抑 止 す る こ と が で き 、 さ ら に 高 品 位 の 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
＜ 第 ４ 実 施 形 態 ＞
　 図 ２ ２ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ （ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 第 ４ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ｃ が 第 ２ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ プ
レ イ １ ０ ０ Ａ と 異 な る 点 は 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に お い て 、 複 数 回 任 意 の 単 一 画 素 の 階 調 表
示 を 行 う 信 号 デ ー タ を 蓄 積 す る た め の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 独 立 の ラ イ ン メ モ リ を 、 外 部 の Ｉ Ｃ チ ッ
プ 内 で は な く 、 パ ネ ル ２ ０ ０ Ｃ の デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ の 入 力 側 に 配 置 し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ ３
０ ０ Ｃ に 、 複 数 回 任 意 の 単 位 画 素 の 階 調 表 示 を 行 う た め の 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 内 に 表 示 デ
ー タ の 入 れ 替 え を 行 う た め の フ ィ ー ル ド メ モ リ を 含 む 構 成 と し た こ と に あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 本 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） に よ る デ ー タ ド ラ イ
バ に お け る 水 平 走 査 駆 動 回 路 の 動 作 周 波 数 を 低 減 す る た め 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ － １ ，
１ ０ ３ － ２ の ２ つ に し て 、 動 作 周 波 数 を 本 来 の 周 波 数 の ２ 分 の １ に し た 構 成 を 採 用 し て い
る 。 し た が っ て 、 パ ネ ル ２ ０ ０ Ｃ 内 に は 、 ２ つ の ラ イ ン メ モ リ １ ０ ８ － １ ， １ ０ ８ － ２ が
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 な お 、 一 例 と し て 、 図 ２ ３ に 本 実 施 形 態 に よ る 信 号 デ ー タ 配 線 と ラ イ ン メ モ リ の 配 置 を
示 し 、 図 ２ ４ に 本 実 施 形 態 に よ る 信 号 デ ー タ の 読 み 込 み タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 示 す 。
　 た だ し 、 図 ２ ３ に お い て は 、 図 面 の 簡 単 化 の た め Ｒ デ ー タ の み を 示 し て い る が 、 実 際 に
は Ｂ デ ー タ 、 Ｇ デ ー タ も 同 様 に 配 置 の 配 線 お よ び 配 置 と な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 そ の 他 の 構 成 は 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 本 第 ４ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 第
２ の 実 施 形 態 の 効 果 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
＜ 第 ５ 実 施 形 態 ＞
　 図 ２ ５ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ （ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 本 第 ５ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ｄ が 第 ３ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ プ
レ イ １ ０ ０ Ｂ と 異 な る 点 は 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に お い て 、 複 数 回 任 意 の 単 一 画 素 の 階 調 表
示 を 行 う 信 号 デ ー タ を 蓄 積 す る た め の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 独 立 の ラ イ ン メ モ リ を 、 外 部 の Ｉ Ｃ チ ッ
プ 内 で は な く 、 パ ネ ル ２ ０ ０ Ｄ の デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ の 入 力 側 に 配 置 し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ ３
０ ０ Ｃ に 、 複 数 回 任 意 の 単 位 画 素 の 階 調 表 示 を 行 う た め の 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 内 に 表 示 デ
ー タ の 入 れ 替 え を 行 う た め の フ ィ ー ル ド メ モ リ を 含 む 構 成 と し た こ と に あ る 。

10

20

30

40

50

(16) JP 2007-333913 A 2007.12.27



【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 第 ５ の 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） に よ る デ ー タ ド ラ イ
バ に お け る 水 平 走 査 駆 動 回 路 の 動 作 周 波 数 を 低 減 す る た め 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ － １ ，
１ ０ ３ － ２ の ２ つ に し て 、 動 作 周 波 数 を 本 来 の 周 波 数 の ２ 分 の １ に し た 構 成 を 採 用 し て い
る 。 し た が っ て 、 パ ネ ル ２ ０ ０ Ｄ 内 に は 、 ２ つ の ラ イ ン メ モ リ １ ０ ８ － １ ， １ ０ ８ － ２ が
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 そ の 他 の 構 成 は 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 本 第 ５ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 第
５ の 実 施 形 態 の 効 果 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
＜ 第 ６ 実 施 形 態 ＞
　 図 ２ ６ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ （ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 本 第 ６ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ｅ は 、 第 ５ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ
プ レ イ １ ０ ０ Ｄ の デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ － １ ， １ ０ ３ － ２ の 部 分 を さ ら に 具 体 的 な 構 成 を
示 し て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 第 ６ の 実 施 形 態 の デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ （ － １ ， － ２ ） は 、 図 ２ ７ お よ び 図 ２ ８ に 示
す よ う に 、 レ ベ ル シ フ タ １ ０ ３ １ Ｅ 、 ２ － セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ２ Ｅ 、 お よ び 水 平 走
査 駆 動 回 路 （ Ｓ Ｒ ） １ ０ ３ ３ Ｅ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ の 場 合 、 レ ベ ル シ フ タ １ ０ ３ １ Ｅ は 、 た と え ば 図 ２ ７ ま た は 図 ２ ８ に 示 す よ う な 位 置
に 配 置 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ２ ７ の 例 の 場 合 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ ３ ０ ０ Ｅ の ０ ／ ５ Ｖ 振 幅 の ５ Ｖ 系 信 号 を ラ イ ン メ モ リ １
０ ８ に 入 力 し 、 水 平 走 査 駆 動 回 路 １ ０ ３ ３ Ｅ で 所 定 の 処 理 を し た 後 、 レ ベ ル シ フ タ １ ０ ３
１ Ｅ で ０ ／ １ ０ Ｖ 振 幅 の １ ０ Ｖ 系 信 号 に レ ベ ル シ フ ト 処 理 （ ５ Ｖ を １ ０ Ｖ に 昇 圧 ） し て 、
セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ２ Ｅ に 入 力 す る 。
　 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ２ Ｅ に お い て は 、 １ ０ Ｖ 系 信 号 を 切 替 信 号 に 応 じ て 適 宜 切 り
替 え て 、 所 定 の 信 号 線 に Ａ Ｗ Ｄ 方 式 に 従 っ た デ ー タ を 伝 搬 さ せ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 ２ ８ の 例 の 場 合 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ ３ ０ ０ Ｅ の ０ ／ ５ Ｖ 振 幅 の ５ Ｖ 系 信 号 を 、 ま ず 、 レ ベ ル
シ フ タ １ ０ ３ １ Ｅ で ０ ／ １ ０ Ｖ 振 幅 の １ ０ Ｖ 系 信 号 に レ ベ ル シ フ ト 処 理 （ ５ Ｖ を １ ０ Ｖ に
昇 圧 ） し て 、 １ ０ Ｖ 系 信 号 を ラ イ ン メ モ リ １ ０ ８ に 入 力 し 、 水 平 走 査 駆 動 回 路 １ ０ ３ ３ Ｅ
で 所 定 の 処 理 を し た 後 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ２ Ｅ に 入 力 す る 。
　 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ２ Ｅ に お い て は 、 １ ０ Ｖ 系 信 号 を 切 替 信 号 に 応 じ て 適 宜 切 り
替 え て 、 所 定 の 信 号 線 に Ａ Ｗ Ｄ 方 式 に 従 っ た デ ー タ を 伝 搬 さ せ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 第 ６ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 第 ３ お よ び 第 ５ の 実 施 形 態 の 効 果 と 同 様 の 効 果 を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
＜ 第 ７ 実 施 形 態 ＞
　 図 ２ ９ は 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ （ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
　 図 ３ ０ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 図 ２ ９ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の Ｒ
Ｇ Ｂ 対 応 の 動 作 タ イ ミ ン グ 等 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 本 第 ７ の 実 施 形 態 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ Ｆ は 、 上 述 し
た 各 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ ～ １ ０ ０ Ｅ と 異 な る 点 は 、 第 １ の ド ラ イ バ と
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し て の デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ に 配 置 し た セ レ ク タ ス イ ッ チ に よ り 信 号 線 に 直 接 書 き 込 む の
で は な く 、 ラ ッ チ タ イ プ の ラ イ ン メ モ リ （ 第 １ ラ ッ チ ） に 、 時 分 割 の デ ー タ を 書 き 込 み 、
次 に 次 段 の ラ イ ン メ モ リ （ 第 ２ ラ ッ チ ） に 書 き 込 み 、 そ の デ ー タ を 線 順 次 形 式 の 出 力 を す
る よ う に 構 成 し た こ と に あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 ２ ９ に 示 す よ う に 、 本 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 表 示 パ ネ ル ２ ０ ０ Ｆ に Ｈ Ａ 、 画 素 ア レ イ
部 １ ０ ２ 、 デ ー タ ド ラ イ バ （ Ｄ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ３ Ｆ 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ （ Ｓ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ４
、 お よ び イ レ ー ズ ド ラ イ バ （ Ｅ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ Ｆ は 、 デ ー タ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て チ ッ プ ３ ０ ０ Ｆ
に 形 成 さ れ た ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ １ Ｆ が 接 続 さ れ て い る 。
　 図 ２ ９ の 画 素 ア レ イ 部 １ ０ ２ は 、 例 と し て パ ネ ル の 画 素 数 を 横 方 向 ９ ６ ０ （ Ｒ Ｇ Ｂ ） ×
縦 方 向 ２ ４ ０ （ ラ イ ン ） と し て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 な お 、 図 ２ ９ に お い て は 、 表 示 パ ネ ル ２ ０ ０ Ｆ に Ｈ Ａ 、 画 素 ア レ イ 部 １ ０ ２ 、 デ ー タ ド
ラ イ バ （ Ｄ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ３ Ｆ 、 ス キ ャ ン ド ラ イ バ （ Ｓ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ４ 、 お よ び イ レ ー ズ ド
ラ イ バ （ Ｅ Ｄ Ｒ Ｖ ） １ ０ ５ が 形 成 さ れ て い る 例 を 示 し て い る が 、 イ レ ー ズ ド ラ イ バ １ ０ ５
を 形 成 し て な い 構 成 、 あ る い は 、 電 流 ド ラ イ バ お よ び ／ ま た は コ ピ ー ド ラ イ バ を 形 成 す る
等 、 種 々 の 態 様 が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ３ Ｆ は 、 ３ － セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ４ 、 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ 、
第 ２ ラ ッ チ １ ０ ３ ６ 、 バ ッ フ ァ １ ０ ３ ７ 、 お よ び レ ベ ル シ フ タ １ ０ ３ ８ に よ り 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ １ か ら の ０ ／ ５ Ｖ 振 幅 の 発 生 信 号 を パ ネ ル 入 力
部 の 近 傍 に 存 在 す る ３ － セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ４ を 介 し て 選 択 す る こ と に よ り 、 ８ 個
の サ ブ フ ィ ー ル ド Ｓ Ｆ に 時 分 割 配 分 す る 。
　 こ の 時 分 割 デ ー タ を ラ ッ チ タ イ プ の ラ イ ン メ モ リ か ら な る 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ に 書 き 込
み 、 時 分 割 の デ ー タ を 書 き 込 む 。
　 次 に 次 段 の 第 ２ ラ ッ チ （ ラ イ ン メ モ リ ） １ ０ ３ ６ に 書 き 込 み 、 そ の デ ー タ を 線 順 次 形 式
で 出 力 す る 。
　 図 ３ ０ の 例 に お い て は 、 出 力 イ ネ ー ブ ル （ Ｏ Ｕ Ｔ 　 Ｐ Ｕ Ｔ 　 Ｅ ｎ ａ ｂ ｌ ｅ ） 信 号 に よ り
第 ２ ラ ッ チ １ ０ ３ ６ の デ ジ タ ル 信 号 を 線 順 次 走 査 信 号 と し て 出 力 す る 。
　 そ し て 、 バ ッ フ ァ １ ０ ３ ７ に お い て 波 形 整 形 を 行 っ た 後 、 レ ベ ル シ フ タ １ ０ ３ ８ に よ り
０ ／ １ ０ Ｖ 振 幅 の 信 号 に レ ベ ル シ フ ト し 、 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ に 伝 搬 さ せ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 図 ２ ９ に 示 す ３ － セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ４ は 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ １ お よ び Ｓ
Ｗ １ の ２ つ の み を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 ２ ９ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ １ は 、 切 替 信 号 Ｓ １ １ を 受 け る と Ｒ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ
Ｌ １ ０ １ － Ｒ に ５ Ｖ の 信 号 ま た は ０ Ｖ の 信 号 を 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ に 選 択 的 に 出 力 し 、 切
替 信 号 Ｓ １ ２ を 受 け る と Ｇ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ２ － Ｇ に ５ Ｖ の 信 号 ま た は ０
Ｖ の 信 号 を 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ に 選 択 的 に 出 力 し 、 切 替 信 号 Ｓ １ ３ を 受 け る と Ｂ 信 号 に 対
応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ３ － Ｂ に ５ Ｖ の 信 号 ま た は ０ Ｖ の 信 号 を 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ に 選
択 的 に 出 力 す る 。
　 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ２ は 、 切 替 信 号 Ｓ １ １ を 受 け る と Ｒ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ４
－ Ｒ に ５ Ｖ の 信 号 ま た は ０ Ｖ の 信 号 を 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ に 選 択 的 に 出 力 し 、 切 替 信 号 Ｓ
１ ２ を 受 け る と Ｇ 信 号 に 対 応 し た 信 号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ５ － Ｇ に ５ Ｖ の 信 号 ま た は ０ Ｖ の 信 号
を 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ に 選 択 的 に 出 力 し 、 切 替 信 号 Ｓ １ ３ を 受 け る と Ｂ 信 号 に 対 応 し た 信
号 線 Ｓ Ｇ Ｌ １ ０ ６ － Ｂ に ５ Ｖ の 信 号 ま た は ０ Ｖ の 信 号 を 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ に 選 択 的 に 出
力 す る 。
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【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 、 時 分 割 階 調 表 示 を 行 う こ と に よ り 、 ソ ー ス Ｉ Ｃ １ ３ ０ １ か ら の 信 号 線 の 数
は 、 通 常 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に 対 し て 、 時 分 割 数 分 で 割 っ た （ 除 し た ） 数 で 対 応 で き
る こ と か ら 入 出 力 ピ ン 数 を 少 な く で き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 図 ３ １ は 、 本 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ ラ ッ チ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 ま た 、 図
３ ２ は 、 本 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ ラ ッ チ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ は 、 図 ３ １ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ １ ０ ３ ５ １ 、 １ ０ ３
５ ２ 、 出 力 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ １ ０ ３ ５ ３ 、 お よ び デ ー タ 線 Ｄ Ｔ Ｌ を 有 し て い る 。
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ １ ０ ３ ５ １ の 入 力 が デ ー タ 線 Ｄ Ｔ Ｌ に 接 続 さ れ 、 出 力 が Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ
ン バ ー タ １ ０ ３ ５ ２ の 入 力 に 接 続 さ れ 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ １ ０ ３ ５ ２ の 出 力 が デ ー タ 線
Ｄ Ｔ Ｌ に 接 続 さ れ て 、 ラ ッ チ Ｌ Ｔ Ｃ １ が 構 成 さ れ て い る 。
　 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ に お い て 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ４ か ら デ ー タ 線 Ｄ Ｔ Ｌ に 伝 搬
さ れ た 信 号 が ラ ッ チ Ｌ Ｔ Ｃ １ に ラ ッ チ さ れ 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 出 力 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ
１ ０ ３ ５ ３ を 介 し て 第 ２ ラ ッ チ １ ０ ３ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ６ は 、 図 ３ ２ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ １ ０ ３ ６ １ 、 １ ０ ３
６ ２ 、 出 力 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ １ ０ ３ ６ ３ ， １ ０ ３ ６ ４ 、 お よ び 対 を な す デ ー タ 線 Ｄ Ｔ Ｌ
， Ｄ Ｔ Ｌ Ｘ を 有 し て い る 。
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ １ ０ ３ ６ １ の 入 力 が デ ー タ 線 Ｄ Ｔ Ｌ に 接 続 さ れ 、 出 力 が デ ー タ 線 Ｄ
Ｔ Ｌ Ｘ に 接 続 さ れ 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ １ ０ ３ ６ ２ の 入 力 が デ ー タ 線 Ｄ Ｔ Ｌ Ｘ に 接 続 さ れ
、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ １ ０ ３ ６ ２ の 出 力 が デ ー タ 線 Ｄ Ｔ Ｌ に 接 続 さ れ て 、 ラ ッ チ Ｌ Ｔ Ｃ ２
が 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ２ ラ ッ チ １ ０ ３ ６ に お い て 、 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ か ら の 信 号 が 相 補 的 な 信 号 と し て デ
ー タ 線 Ｄ Ｔ Ｌ ， Ｄ Ｔ Ｌ Ｘ に 伝 搬 さ れ 、 そ の 信 号 が ラ ッ チ Ｌ Ｔ Ｃ ２ に ラ ッ チ さ れ 、 所 定 の タ
イ ミ ン グ で 出 力 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ １ ０ ３ ６ ３ ， １ ０ ３ ６ ４ を 介 し て バ ッ フ ァ １ ０ ３ ７ に
出 力 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 既 に 詳 述 し た よ う に 、 ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ １ か ら の 発 生 信 号 を パ ネ
ル 入 力 部 の 近 傍 に 存 在 す る セ レ ク タ ス イ ッ チ を 介 し て 選 択 す る こ と に よ り 、 ８ 個 の サ ブ フ
ィ ー ル ド （ Sub Field） に 時 分 割 配 分 す る 。 そ の 結 果 、 ソ ー ス Ｉ Ｃ ３ ０ １ か ら の 信 号 線 の
数 は 、 通 常 の OLED表 示 装 置 に 対 し て 、 時 分 割 数 分 で 割 っ た 数 で 対 応 で き る た め 、 最 小 の 入
出 力 PIN数 で 済 む 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 特 に 、 本 第 ７ の 実 施 形 態 は 、 水 平 方 向 に 分 割 し た フ ィ ー ル ド （ FIELD） 期 間 の 中 で 、 複
数 回 セ レ ク タ ス イ ッ チ に よ り 信 号 書 き 込 み を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ れ に よ り 、 サ ブ フ ィ ー ル ド の 駆 動 で も 、 信 号 線 を 通 常 よ り 削 減 し た 形 で 対 応 が と れ る
。 加 え て 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 に よ り 直 接 、 信 号 線 に 書 き 込 む 方 法 で あ る と 、 条 件 に よ っ
て は 信 号 線 の 容 量 値 が 大 き く 、 高 速 で の 書 き 込 み が 難 し く な る 。
　 そ の た め 、 本 第 ７ の 実 施 形 態 に お い て は 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ４ か ら の デ ー タ 信
号 は 直 接 、 信 号 線 に 書 き 込 む の で は な く 、 負 荷 容 量 と し て 小 さ い 、 ラ ッ チ タ イ プ の ラ イ ン
メ モ リ (第 １ ラ ッ チ )１ ０ ３ ５ に 時 分 割 の デ ー タ を 書 き 込 む 。 本 デ ー タ は 、 液 晶 で 使 用 さ れ
て い る ア ナ ロ グ デ ー タ と は 違 い デ ジ タ ル デ ー タ で あ る た め 入 力 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ の 閾 値 を こ え る デ
ー タ で あ れ ば よ い 。
　 こ の デ ー タ を 次 段 の 第 ２ ラ ッ チ １ ０ ３ ６ に 書 き 込 み そ の デ ー タ を 線 順 次 形 式 の 出 力 で 出
す 。
　 こ れ に よ り 、 書 き 込 み 用 の ラ イ ン メ モ リ と 出 力 用 の ラ イ ン メ モ リ が 分 離 す る こ と が で き
、 高 速 に 選 択 さ れ た デ ー タ を 転 送 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
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　 こ の よ う に 、 セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ４ か ら の デ ー タ を 、 第 １ ラ ッ チ １ ０ ３ ５ と 第 ２
ラ ッ チ １ ０ ３ ６ を 通 し て 書 き 込 ん だ あ と 、 そ の 出 力 を OLEDパ ネ ル 内 の 信 号 線 に 接 続 す る 場
合 、 第 ２ ラ ッ チ １ ０ ３ ６ の み の 出 力 で は 、 信 号 線 の 書 き 込 み は 信 号 線 容 量 を 無 視 す る こ と
が で き な い 。
　 こ れ を 避 け る た め 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 ２ ラ ッ チ １ ０ ３ ６ 以 降 に 出 力 バ ッ フ ァ １
０ ３ ７ を 設 け る こ と に よ り 波 形 整 形 を 実 施 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） 画 素 で の デ ジ タ
ル 処 理 を 容 易 に し て い る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 本 第 ７ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 の 効 果 に 加 え て 、 信 号 線 の 容 量 値 が 大
き い 場 合 で あ っ て も 、 高 速 書 き 込 み が 可 能 と な る 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ １ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 画 素 回 路 の 第 １ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 般 的 な 画 素 回 路 の 第 ２ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 回 路 の 駆 動 方 法 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の
構 成 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 画 素 回
路 の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 形 態 の 時 分 割 階 調 表 示 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 形 態 に 係 る デ ー タ ド ラ イ バ の 具 体 的 な 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の セ レ ク タ ス イ ッ チ 部 の 切 り 替 え タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 線 順 次 書 き 込 み 方 式 の ８ ラ イ ン の 場 合 の ス キ ャ ン ラ イ ン の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 示 す
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 線 順 次 書 き 込 み 方 式 の デ ー タ の 出 力 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 線 順 次 書 き 込 み 方 式 を 採 用 し た 場 合 の ス キ ャ ン の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 Ａ Ｗ Ｄ 方 式 の ８ ラ イ ン の 場 合 の ス キ ャ ン ラ イ ン の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ ３ 】 Ａ Ｗ Ｄ 方 式 の デ ー タ の 出 力 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 Ａ Ｗ Ｄ タ イ ム シ ー ケ ン ス 表 の 作 成 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
（ 表 示 装 置 ） の 構 成 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 画 素 回
路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
（ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 消 去 信 号 Ｅ Ｓ の タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
（ 表 示 装 置 ） の 構 成 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 画 素 回
路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
（ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
（ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 実 施 形 態 に よ る 信 号 デ ー タ 配 線 と ラ イ ン メ モ リ の 配 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ２ ４ 】 本 実 施 形 態 に よ る 信 号 デ ー タ の 読 み 込 み タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
（ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
（ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ６ の デ ー タ ド ラ イ バ 部 分 の 第 １ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 図 ２ ６ の デ ー タ ド ラ イ バ 部 分 の 第 ２ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
（ 表 示 装 置 ） の 表 示 パ ネ ル 構 成 例 を 含 め て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 図 ２ ９ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の Ｒ Ｇ Ｂ 対 応 の 動 作 タ
イ ミ ン グ 等 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ ラ ッ チ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ ラ ッ チ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ２ 】
　 １ ０ ０ ， １ ０ ０ Ａ ～ １ ０ ０ Ｅ … ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ （ 表 示 装
置 ） 、 １ ０ １ ， １ ０ １ Ａ ， １ ０ １ Ｂ … 画 素 回 路 、 １ ０ ２ ， １ ０ ２ Ａ ， １ ０ ２ Ｂ … 画 素 ア レ
イ 部 、 １ ０ ３ ， １ ０ ３ － １ ， １ ０ ３ － ２ … デ ー タ ド ラ イ バ （ Ｄ Ｄ Ｒ Ｖ ） 、 １ ０ ４ ， １ ０ ４
－ １ ， １ ０ ４ － ２ … ス キ ャ ン ド ラ イ バ （ Ｓ Ｄ Ｒ Ｖ ） 、 １ ０ ５ … イ レ ー ズ ド ラ イ バ （ Ｅ Ｄ Ｒ
Ｖ ） 、 １ ０ ６ … 電 流 ド ラ イ バ （ Ｉ Ｄ Ｒ Ｖ ） 、 １ ０ ７ … コ ピ ー ド ラ イ バ 、 １ ０ ８ － １ ， １ ０
８ － ２ … ラ イ ン メ モ リ 、 ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ Ａ ～ ２ ０ ０ Ｅ … 表 示 パ ネ ル 、 １ １ １ ， １ １ ２ ， １
１ ４ … Ｔ Ｆ Ｔ 、 １ ２ ０ … カ レ ン ト コ ピ ー 回 路 、 １ ２ １ ～ １ ２ ３ … Ｔ Ｆ Ｔ 、 Ｃ １ ２ １ … キ ャ
パ シ タ 、 Ｎ Ｄ １ １ １ 、 Ｎ Ｄ １ ２ １ ， Ｎ Ｄ １ ２ ２ … ノ ー ド 、 Ｖ Ｃ Ｃ Ｌ … 電 源 電 位 線 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC33 3K107/EE03 3K107/HH04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080
/CC03 5C080/DD05 5C080/EE29 5C080/EE30 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 
5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/AB23 5C380/AB24 5C380/AB34 5C380/BA01 5C380/BA05 5C380
/BA06 5C380/BA08 5C380/BA10 5C380/BA12 5C380/BA17 5C380/BA19 5C380/BA23 5C380/BA38 
5C380/BA39 5C380/BB02 5C380/BB21 5C380/BC20 5C380/BD02 5C380/BD09 5C380/CA04 5C380
/CA05 5C380/CA08 5C380/CA14 5C380/CA16 5C380/CA17 5C380/CA44 5C380/CA48 5C380/CA49 
5C380/CA54 5C380/CA57 5C380/CB01 5C380/CB04 5C380/CB16 5C380/CB17 5C380/CB26 5C380
/CB27 5C380/CB31 5C380/CC02 5C380/CC03 5C380/CC04 5C380/CC21 5C380/CC26 5C380/CC27 
5C380/CC29 5C380/CC33 5C380/CC38 5C380/CC39 5C380/CC41 5C380/CC52 5C380/CC62 5C380
/CC63 5C380/CC64 5C380/CD012 5C380/CD013 5C380/CD024 5C380/CD026 5C380/CE04 5C380
/CE20 5C380/CF02 5C380/CF03 5C380/CF07 5C380/CF09 5C380/CF13 5C380/CF22 5C380/CF23 
5C380/CF24 5C380/CF26 5C380/CF52 5C380/CF53 5C380/DA02 5C380/DA09 5C380/DA47 5C380
/EA16

代理人(译) 佐藤隆久

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够防止高亮度状态下的亮度变化并且不会损
害低亮度状态下的信号写入响应性的显示装置。解决方案：有源矩阵型
有机EL显示器100F不通过布置在作为第一驱动器的数据驱动器103处的
选择器开关直接写入信号线，而是写入时分数据，然后将它们写入行存
储器（第二锁存器））下一阶段，并以线序式输出数据。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a70e9cf5-1dd2-4f30-aa05-15570376757e
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038933465/publication/JP2007333913A?q=JP2007333913A

